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 事業の経過概要

 昭和36年開設から5年員.奇迎え、幾多の経緯を経衣がらも事業面に於いては、ニジマス増殖を
 主体として逐一充実を図ってきた。ことにニジマスについては40年度に於いてほ㌧県下の生産基

 盤も確立した感があ久このための種苗生産供給に力を注ぎ成果を収めることができる。

 しかし在が二ら他県に見られないよう在立地条件を有する本県のコイ、ウナギ等の温水性魚類の養殖
 については、当場一としても技術指導を主体に力を注いできたが、優良で安価な種蕾の供給及びとれら

 に伴う各種試験研究、指臨態勢の強化等につき業界からの要襲も強く、内水面養殖振興の課題とし

 て残されている。

 また38年度から3ケ年計画で進めてきた施設整備工事も一応本年度で終了したたム今後はそ
 の機能が一層発揮できるものと考えられる。

養鱒事一業
 39年度童で種苗生産態勢の確立ができず需給のア;/バランスを生じ衣ため・40年掌に於いて

 はとくに種苗生産を重点目標として取りあげ、あわせて親焦養成、採卵購化管理及び重用点生産
 を行い、外にあっては適地開発及び技術揖尊は勿論流通機構の円滑化にも努め走。

 昭和40年度の魚令別飼育状況は次表のとおりである。

表1.40年慶蘭育,経過

       4α4.1保有魚払下敷年変未保有点数備考       魚令尾数重量尾数一■'''重量
       KK

       ふ化稚魚866β口I41年3月までにふ化した稚魚

       ○年魚800,00019528121錫75

       1年魚77314735K一4206査用魚
       多年魚2930口2貫35.親魚候補及ぴ親魚

       計802930」」1086608

考
1

1一瞬化稚魚養成

(1)採卵

 39年度'まで試験採卵として実施して養たが前年産一応自給化の目途もついたので今年度か

 ら事業の中に組入れて行うことにした。一

 採卵時期、親魚保有数から全面的在自給項確保には問題点もあるため、徐々に切りかえてゆく

 のがj唄当だと考えられる。

 ケ)時期別採卵可能魚の出現率
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 表2.採卵月日及び可能魚出現率一

   採卵'月日採卵尾数丁現■了■

   昭和40年12月17日20尾   40年12月2ア日14ア;4.5系1-133リー2&4一
   41年1月11日126

   ■■■

   191ヨ6815.3

   11日8318.7

   444'1口001

 図1・出現率の前年度対比二.・

%
 胞。

40年度出現率
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 (イ)採卵成績

 表3..発隈までの成績
         止

         因次採卵月日等親魚平均体重一尾採卵数採卵総数発眼卵数検卵数発眼率

         140.12.1ア屠91420粒1795粒35900粒26210粒%9口第73.O
         240,12.2ア14ア1.0ア01β41一2ア。β7o一一〇凹205500.65〃0ア4,3
         341.1.111268621,4161ア8β10138,10040210ア74

         一

         441.1.1968ア60126385β806胡do12080アエ8
         斗

         541.2.118392ア1ρ788%OO45P5044月5050.3

         計L竺41,口081498660β60椰・丁扁…71,4

 一㍉
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 (ウ)卵の発生状況

表4積算水温

         一一■一一一.10■'一A回次採卵月日㎏開始.'一一I          積算水温%         B艀化開始一G浮上開始('AA～・BB～O計
         140.12.1741.1.10.41.2.141.2.261927151319545398

         240.12.2741.1.1741.Z1441.3.4188916331984550ム

         ・341,1.1141.2.541.2.2940.3.2119021837!20655804

         441.1.1941.2.1441.3.840.3.281806164220045652

         541.2.1140.3.16一一1793.'■

 (■発眼後の成績

 表5。孵化及ぴ浮上成績

        回次発眼卵数発眼率暖化尾数艀化率浮上尾数浮上率備考

        1粒26210,実.70.O尾25110実69,9尾24,660第6包ア
        2205'50074,3202,ヲOO73.42ρ1,150・72,4

        313邑100アア4135,810ア&2134,38075.4.

        466,8007ア865,630ア6.464,77075-4

        545,0505q340,95045一ア(32560)44.2浮」=は4月上旬の子定
        計481,660ア1.4470.400ア1,3464,52070-3

(2)移入発眼卵

 ㈲種卵

 40年度購入発眼卵を次のと着り収容した。

表1.種卵移入

     収容月日種卵生産地数量着時死卵備考

     雅     一40.12.11漠潰県醒ケ井養鱈場10粒5,260到着して柊容時の死卵数であ
     012.23静岡県富士養鱒場3536,410る。

     41.2.3長野県水産指導所20690

     刊Z.13静岡県富士養鱒場54fO

     計704Zテ70
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 ㈹経過及び結果

 表2。卵群別の成績

           事項卵群1234

           採卵月日40.11.2440.11,2441.1.ア41.1.6

           到着時卵温産6.0oC11.OoC92oCア8oC

           収容水の水温.11.0oC10.0oO11.5oC99oC

           親魚魚令3午魯3年魚2年魚多年魚

           聯化開始40.12.3040.12.3140.2.184α2.19

           〃終了41.1.641.1、840.2.2440.2.26

           卵着時よりふ化終了書での死.卵13,130粒36,410粒690粒車10
           浮上開始41.1.2941.1.294α3.1340。514

           〃^、、了〃2.141.2.140.51540.3.15

           ふ牝より浮上終了までのへい死5,64014.1005Z5801,590
           餌付曄.始41,2.241.2.241.3.1641.516

           平均体雷一.・O・!4g一0-14gα!3gO・14g

 ・例餌料

 今年度も前年度に冒綾き配合餌料単一で使用した、,

 表3艀化稚魚の餌料

   (単位K9)
   一一

   N＼.月別館,科名一癖藪㌧21月3.月   400,930尾866,890尾

   オリエノタノ内ス餌付用届121.5ア134.56

   〃庇234.6

   フイードオ.イル1.86

   計一21.571ア0.02

2稚魚養成

 39年度艀化した稚魚より春雄和秋稚魚の養成を行っ先が前年度に比し鰍ヒの繊寸数が多か
 ったこと＼蕃稚魚時代膀北後1～2迦問)に例年の奇病が発生し在かったため結果は良好であ
 った。

 春稚魚数800;0IOO尾
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死点数131,764尾

供給薮192,168尾
不明減耗数332130尾

年度末保有負数224王938尾
 ケ)稚魚の配付状況

 40年度種苗配付を次のと歩か行った。

表1種苗供給内訳

    氏名所在一供給数備考

    原田滋生伊佐郡菱刈町湯之尾尾1500池中養殖
    田井村明囎喚郡志布志町10.000〃

    島田国生姶良郡隼人町松永3.000"

    原貝u夫薩摩郡薩摩町2,000"

    今屋二賦吉大口市田代3,000"

    中村利夫大口剤州内360〃

    一大口市上青木300〃.
    山口勝次大口市小木原2,000〃

    三反田金次負目出水市5,000〃

    松原小学校鹿児島市松原町3,000〃

    横川中学校姶良郡横川町5b0〃

    その他808〃

    住友林業KK一人吉町田野2,000〃

    岩間安喜熊本県芦北郡湯之浦町5,000"

    古里内匠頭熊本県水俣市久木野1,000〃

    富永良文姶良郡吉松町川添10.000'一.

    久木田信夫〃2,000〃

    宮田辰美〃3,500〃
    上山'一'一一

    竹中次男〃3,000〃

    竹中司(他)〃10,600〃

    愛甲博保(他)〃12,700〃

    三井金山KK串木野市13.700〃

    松下彰〃2400"
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    所一総数一    氏名備考

    森満.政一.姶顛鰯島町田口伽雫池中養殖
    内村義幸〃5,000〃

    渋谷透代表)出水市。4,900"

    轟木道夫(代表)出水郡高尾野酎る,600'

    白石良嬢(代表)谷山市影原6,300"

    市坪一見川辺郡知覧町{0,200〃

    荒般.優川辺郡川辺町滝水5,000〃

    川.原嘉長日置郡郡山町1,050"

    長崎貞治肝属郡吾平町5,000〃

    小磯護指宿郡開聞聴京因15,000〃

    清水一文夫鹿屋市自木2,000"

    吉田一義肇.・一一上戯川3,000〃

    塩'.日目兼雄.一〃狙00〃
    池一''畑重治.日置郡吹上町1.050''

    森田重行肝属郡内乏浦町㌔0b=0〃
    新沢栄男カ池田市津實.31000"

    岩一本試姶良郡福山町ア00"

    極松松松男"加治木町5,000〃

    山内一男谷山市山田5,00口〃

    計192.168〃

一一総数
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臼)餌料

 40年度稚魚養成に佼角した餌料は次のとおりである。
 表3　0年魚の月別給餌量

              ノ

              堅{マス鉾代用届1†一一              L」101112づ23点              4■'1信棚韮一'一95Jo?一トー」
              〃κ222郁32&03珊冨&7豊6

              マス稚魚川尻241029則一622』2冒9.o書9星O18qO18郷

              〃施390.O4πo48星O2町。1“O2舳。6号。04.3減6τO2o岬

              マス成魚川妬4狐。20去。7帆。13tO12珊231P戦。28q520岬

              マス餌付用粉末40』3&O帖町

              マス成魚用粉末6王O6醐24軍57尋57生。瑚。

              鮎川粉末10.O22郷2附。49qo

              …桝非淵粋ミ刊レ7.O1冊O10τO28制螂Z町019星O!10毫O

              小麦粉2陥3邑517衛肌。22則19ZO71司5

              フィードオイルτ9160η42蝸3tO1q81町21眼53蛆躯珊1τ02

              ビタミニ/混合{j畢旺.犯

              ..語コ国璽1舳11珊1珊瑚,11竜7工10口赤4兆。35帖町1仙1
 3,食用マス養成

 ⑦餌料

 表1,4置年度食用魚養成に使用した鰯斗は次のと一券りである。

 (単位k茅)

 (単位k身)

              月I種別生5'67〇一邑9.10て12123計
              一一

              マス餌付用粉末略。5卵

              マス成魚用粉末岳3貝4里..岬ヨ姻町6雌6舳里

              段

              棚トプ側・→レ帆岳噸附5.01項11脳,4コ町5105珊

              魚肝臓町5岬

              .小麦.粉郷13qO眼4卿一岬5鯛冨2メ榊502月

              マス用底型尻470.o1巡。÷1軸332皿              〃κ580.町。岬22則18項202刃1卵1匿P螂9頼105P106τ3

              フィードオイル雷J屯55皐○月岬衛仰1ヌ榊

              ビタミン混合2i耶毎。

              nf-1星O○コ1屈珊ατ52

              ロメシンソータ'q9qg
              .■■

              アユ用粉末岬一榊7班

              ≡⊥百13眼24岬6邸3π5230∫46仙4弾23陥1雌4g那郷10鎚銅2那
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 4親魚及び親魚候補養成
 親魚養成は採卵事業の一環として打っているが年々その成績も向上している。これば親魚養

 成過程に於ける餌料が最つとも犬をな要因であろう。一

 ケ〕餌料

表'1,月別親魚餌料

 (単位kg)

              月捌
              種別壬567β・9・・.、10一.千1.121星ヨ計
              ;マス用固型ノ購41.5蝸0冨65

              'κ51岬68把戸g38刃2卵12』卿20.O岬帥榊1ヨ.O7湖

              マス用成魚粉末21刀卿叩秘I帆。3強50ρ1フ.52“9

              ホワイトフィッシュミール岬3機3蝸g書67色。伽.6町。1則571.1

              マス餌付用粉末岬肌564.冨

              小麦粉珊。ξ衛18β4ホ岬佃5叩皿53榊

              一'魚肝400螂

              干.あみ2駆69史蝸。1生。20.o醐16種

              ビタミン混合孝2軍2○員芝4払て2睾。oρ1卵

              マツカラム塩2ρ○貞2タ孝4華。那皿9仏2

              フイールドオイル準叩3β113珊耶ミ53那

              nf-180O.5岬q2o.5q5q3o-2挑

              計2岬戸"3ヨη2町22岬2岳1.3星21貞21包2側理伍邸岬一23岬

 「注」!月の㌻1㍗ぱ花4のみで棚は食用魚とr一餌料を甲畔め食用魚
 に含まれる。
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5-40年度魚令別餌料費

表1虹鱒魚令別餌料費

            陣フ化粧、工年魚多年魚合計            種別単価艦金額÷数量金額数量金額数量金額
            マス餌付点届工220瑚3尖3642螂,舳50.4岬9星1他

            ・.一属22203邸佃12一君79過i一郷舳91年2..20王124

            "粉末200ふ1榊08著300榊“oooε邸12舳一19号。39600            マス稚魚用庇2「            10018姐。1S亥300

            〃庇31001;l11缶2o岬20骨1草O            マス成魚川屈14753郷249oo町5触書衛幽珊。一1竃2175

     
       
{

            "尻575○町3冨O04τ572書O5生2室51ゆ313螂覗
            ・一.一一粉末最百2靱3珊5岳角洲蜘3ミ2〃1貞1㈱t6.・13岬蝸2螂

            アユ用粉末59理。£珊君10丁35EM1.葭56地3母呂岬

            ホワイげ外牡ミしル65110珊7工。蝸○郷584岬椚、1瑚21.5星7州用一03砧

            無一、肝ヨOεz5珊25皇qO卿。一1町事225
            小麦粉3871師η34/膏岬1耳1岬32年g他3岬工54軍i5亀79邸
            干あみ60■16110666161ja6局6
            一7イードオイル1131仰1洲雌2電g315η3芝6.3㈱貞2岬2躯47.1
            ビタミニ/混合工555τ;o1蝸冒5一郎鍋30163・2母574螂5王79里

            マツカラム塩4971年27o榊岬z05μ

            計蜘8史“竺3門脳25z08エ3易30鮎星8舳3ε35里g㈱舳軍4
            Kg当単価220i9審.緕Bド・・09.↑B.種1.27二

            一

総括

 ア今年度購繍の大量難死が帥舛だあ・異聞へg種鰍給も充分で咋ただ1月長雨
 後稚魚池に白点病が慢えんしてかなりg被害をもたらし走。
 イ食用魚養成てば例年ア～IO月緯菌性潰瘍症が大流行するが本年は一一池のみが罹病した。
 環境の徹艦的在消毒や餌料との関連とが考えられる.。

 ウ39年産産卵(40年度稚魚〕の艀化質理で収容時期を各期に分けた拭当場の場合大量馨
 死が起るのが水濃15～ユ7.C以上で、4月～5月しかも工尾俸量が王9以下のものほど被
 害が大きいように考えて、できればこの時期までに工9以上にして病気にかかかにくい二1本形に
 仕上げる目的で実施した^成長その他誰死率等からみて12月中に莞眼卵を収容するのが最

 つとも成績が良いようである。
一550一.



養鮎

 40年度食用アユ養成を次のと卒り実施し走。
工種苗

 表.ユ.種苗の移放

1移牧朋
40年4月20日

 4月2エ日

4月23日

.訂

産地

加治木町網掛川
 蒲生町別府川・

南叫
苧乗

 I数量
53.0K

60.OK

43.0K

 ・・備

一尾平均

.一考善
一

飼育池

 一0年度に金川ブ・L養成に使角した飼育池の概要は次のと拾りである。
 表z飼育池の概要

地面 歯'清一

正一93-7硲

21'  1ア"9肌

31ア919m

 池の形

亀甲形

長方形一

長方形一一

注水量

 鋤～104

454

454

水深.

 415C机1・

 白0〃.

50"

初放養量

 5乙OK9

 峠0K9

 450K邑

 3.言η～当り放養量
1.9Kg

1.2

1.16

 一表3養成池の午前午後の平均水温

    月別別上一・'旬=用一萄一下・.・句
    4φ～越811.}JI4.8・一一13.～エ5.7

    513.～I62王4.を)18.415.争)18.4

    6151～I9316.～18.916.～丑8.2

    71ア字)18.719～21.620.～23.9

    820.ト23.519M2.アユ9ア》3.6

    9I8.～21,31ア牛)19916.レ)19δ

    10エ4.チ)王8.415～16.6'1三～重5.6

16餌料

 げ)飼育7ケ月間の餌量は次のと拾りである。.

 一表1。月別給餌量.
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 (単位Kg)

         別1
         種別456ア89Io計
         棚ト・列燃→レ3ア5314.042Z0622.0552.5155.01O.02,118-O

         鮎川配合餌料26.5180..0271.05ア3.0220.Oエ45.0I0.01,425.5

         鮮魚(アジ)44.O126.0323.0H5.0330.O145.01.0850

         魚肝166.0351.O5170

         千あみ75.O互31.0工Z0223.0

         小麦粉13.081.0130.0I72,0216.596.Oア07王5.5

         フィードオイル1.84.76.5

         ビタミン混合O.7O.81.5

         日f一一I8口0.30.工O.4

         乱同1I23-870-6.6列z口13gaO,4495558.02Z06.0899

 ・㈹餌料費

 40年度1アユ養成に要し走餌料費は次のと拾りである。

表2月別'餌料費

 (単位Kg・円)

   月別給餌量餌料費

   412己86,291.9

   57C6-541,44己1

   61.8170660640一

   7工908.O104,983。二0

   8.王449576.9895

   9558.022298-O

   102701,60&0

   寸60899=I一・32.6,6ア5.5

4.出荷状況

 表3月別出荷量及び出荷率

 一55ト



     月再荷敦出↓何一一、・・}.■,一
     ア2アOk穿52第

     8一1992一23・1.

     9一370.842.7

     1056.06.5

     11213.O2.4.5

     ・計866.0王00.0.

5飼育結果

表4,40年度飼育結果

  項目結・栗

  放・養月日40年4月20日、2王日、.23日

  最終取揚月日40年1I月2日

  放養総重量体創王276

  取揚重量依9)900.0

  死負数量体創170.ア

  不明減耗数(K勧一

  補正増重量(K⑳943-I

  増量借率(借)8-2

  絵観量体⑳6,052.0
  .“

  餌料効率(第)I56

  餌料係数6.4王7

&総括

 げ〕箇料係数が6417と非常に高い数字がでていることぱ、餌料中の鮮魚、魚肝を生のま㌧で

 計算した定めで乾燥換算すればもっと良好となろう。

 け)飼育期閥を通じての麓死数が多いのは輸送中及ぴ放養直後の死点が多かったこと㌧秋期水温
 降下にともなう死亡が多かつ走。

 (ウ)不明減耗数については尾数取扱をしないため逓確漬数が把握でき在いが、食害及び逃逸等を

 考えればかなりの数になるものと思われる。

養鯉事業

 .40年度養鯉事業は親焦養成及び一稚魚(青仔)の生産を次のと拾り実施した。
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1一飼育概要

表旦40年度飼育経過

 .・註青仔の生産数量は艀化仔の数である定め減耗数が大きい。

 z稚魚生産
表1.産卵概要

    産卵月日40年5月14日40年6月・2.日

    早の尾数(重量)1…尾(21・00唱15、(21,・9・一80)
    使用尾数♂の尾数(監駐)39尾(424009〕.45(5aOOOj
    産卵を打つだギ尾数11尾15

    産卵後の早の減重量1,6409ξ4ε0g

    築、算.・一卵数820,000粒1,74q000粒

    一尾産卵数・ア今500粒...U6,000粒

    推定鰯化率1(徽刈舳92000轡.70多(1,21.島00.0〕

    一養成池への.放養尾数・草g4,000尾。87q岬0尾.

 3。餌

表工

註稗算卵数

 青仔の給餌量

 卜・(Wプ….互:50p…Igの卵数一
 W…産卵碗の辛重量W。:産卵后の早重量

 単位Kgl

         種別＼、j別一山56一/89.ユ。王1計
         、■一'一一■一0L「

         鯉用粉末■ユ70.0uO-O.4.H292.4
         一一一一■'

         鯉用固型届2一.40.0155.0.0■一331.0
         一川一一一

         '

         小麦粉一1乙054.4_ト。、ト一6ア4         ユベラフード一0.34α2ミ一0.6ア
         '一■一'

         nf_ユ80一D.340.250.工'一0.67

         債計紛十3ア2一一3Z2          ■一

         2エ0.68.278.46U&0ミ22.272934

一亨与4一



 表2親鯉の給餌量

 (単位Kg)

         月矧
         極刑45.6.7891q計
         鰹用粉末6.82ア8901ア81.663.0

         小一麦24.089294.2一276ξア685.624.8413.o

         鯉一用固型湘4.O48.O590.24.612.214Z8

         ホ列トフイ粋ミール22283.660.8I3.21798

         小麦粉2.07292

         ビタミン混合0.81,2o.42.4

         ユベラフード0.一O.80.20.112

         計26.19z6.12Z41144'228.0一172.ア50,2816.4

 表3,・餌料費

 (単位Kg.円〕

        規格郡青仔親鯉合計        種別平均単価.数量金.額1熱一量金額数二量金額
        鯉用粉末64292.41邑7=qア66王04,032.035…・422.7396

        パ適邸272331,023,832.0.331.023,832,0

        "〃κ5.....72I4Z810,641.6工4Z8王口,641.6

        柳イド苅伽ミール653Z22,4I8.0179811.687021Z014,工05.0

        小・麦336z42,224.24エ3-O互3.6290480.4I5,853.2

        小麦粉3892349692・3496

        ビタミン混合1,5552.4乏732.0z4.亀ア32-0

        ユベラフード1,0000.67670.01.21,200.01.87.1,8-7α0

        nf-1808000.67536.0o.6ア536.0

        .計ア2%448,38Z8一816,493;6590        4㍗舳        Kg当単価66.3460.90」
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4稚魚供給
 表1。一稚魚供給内訳

    氏名所在供給数一'種苗用途

    白石良雄.谷山市影原。4800尾池中養殖

    鬼塚伸吉大口市向井野2,000〃

    高山一唯義'一2,00p"

    内村清大口市石井500〃

    北川勤哉大口市曾木30,000〃

    荒川直左衛門大口市荒平250水田養殖

    藤田タマ大口市毛尾ユ50池中"養殖

    岩本試姶良郡福山町6,000"

    その他I00〃

    森田隆一水俣市久木野650〃

    池一畑.重'治日痘郡吹上町ユ1,050溜池養殖

    窪田虎雄1〃川・Cδぐ〃

    重1村・繁蜂一二曄摩郡宮之城町5,350.河川∵放流
    氷・永伊佐郡菱刈町2.000池中養殖

    計74,85口

 養成池及び注水部の構造改善について

ばじめに

 養成池内での池忙の流れば必ずしも理想的な流速をしてい潅い関係で、汚物等の沈棲物が流向
 によっては想像外一のところに堆積する傾向が強く、水質の悪変及び水が効果的に利用できないた
 め生産効率に多大の支障をきたしていることは事実である。これがため震涛の施設を全体的に改

 造するか叉は二部注排水口等の改造を行うことによって池水の流向・流速等をより効果自勺に好転
 せしめることができ在いかについて旧名称40年5月に実験を試み光ところ多少の知見を得たので
 報告する。

 1・調査した養成池の・概要

 大口養魚場アユ養成池32号・33号池

 池の形状長方形22肌×8椛コンクリート3面張

 面積1ア6冊2
 水深平均50m

3

 池水盤88m

-55ト



2.
3
.

 勾配22例でユOC帆

 注水量0,038汎ンSec(α045例ンSec)()ぱ33号池
 池水の平均流遮α173孔/Sec(噴25例/Sec)
 飼育魚.アユ(小型魚)101000尾づつ
調査方法

 本試験てば海牧の流急流速の追跡が主目的なため・試験池上に2m間隔でタテヨコに糸を張
 り定線を定めた。

 流向、流速等はマラカイトグリーン溶液による着色反応を利用㌧て測定した。
 改造前の注水口構'造と涜向、流速の関係

 従来注水口は次のよう在構造で準用レていれ

/
/

 [L一と.

 図1・'.  従来の注水口

一557山



 改造前の32号。33号池に於ける流向、流忠堆積物の関係は下図のとお均である。

33号

L

排水口

下  ㌻次◆づ
非常排水

バぐ
4

52号池

t  「ヌダ㌣'一.十

里3

 ・・㍉・・言
4

非常朔(

24 68101214161820

 ※.数字肌カeo→印流向×渋沈澱物

22m

＼ ノ

 →}㍑紋ξ芦五
 →一'→・→→→一一江'今

 {メ'㌦甘■,^貝ノ多タ委芸隻/用κ其餓正'メ

 図2.一改造前の流向流速及び沈積物・・

 4、一改造後に於ける流向流速及び堆積物の関係
 ㈲注水部の改造

 従来の落込み注水口ではゴミ取のための簑によって水は分散さ払しかも池水岡との落差
 によってその流.頭速度はか珪り減殺されているように考えられる。従ってせっかくの豊震.な

 水を効率的に使用するためにはもっと良い方法が赤いものかと考え、下区のよう布構造物を

 注水口に板付けた。
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 一図3.改造後の注水口
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1・c"リー.
1

/hい
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 図4一注水口の構造
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 “)改造後に於ける32号し33号池の状況

 .下図のと翁がである。

33号池

52号池

    排水口

    1〆K1ピ11店吋1.∴
    ミ→≡インキ〉10251.=一一…`口で8.'I-I「I,w.1メニ、
    1山1≡α1ア1一α11/11'一     斗'

    1㌣÷議〆

    "

    傘∴∴!4㍑加え!ア号ぐノ、ハ
    2468101214。・16†82022 22m

 ※数字流速例/Sec  づ一印流向

×

 X×沈澱物

ノカノカ
→

ノノ_→
 /々ノ・ノ

ノ
→''9Iノ'

 !''〆才''^

 図5.改造後の流向、流速及び沈積物
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 5.注水管(口)の一1誉造と費用
 溝遼にっい'ては函&図4.のと誇りである。現在使用し千いる段階では試作品の域を出ない
 が、もっと物還学的及び水麟酌繊討をカ疎してゆけばもっと干つと効率航ものカ…てきあ
 がるであろラ。

 製作上の注意としては
 げ)水圧のエネルギーが容易に得られるところ
 け)師管の帥の開口部の巾は水圧のエネル和を竿加せレ卿め吐水量にあわせて決定
 すべきである。

 1ウ)注水管の前部に浮游物除去の目的で蟹を張ることは注水量を減しるため好咳しく在いよう
 である。

 注水甲の材料1製作費用は鰍㍗あ乱.(優し32号、・33實岬〕
 表1・注水管製作費用

    埜料品質形状数.量金額
    トタン.板28番.2枚8口O
    鉄・・筋舳〃I0旭240.

    ボ.ルト伽〃=80:本8.O
    ナット・伽/梅.80一個.4口
    ハニ/一ダエ00'9Ioo

    ぺ:・キ(サビ止め)工/2～・I40

    計1,一400

 6.結果及び考察

 従来の注水方津てば湖・の大き在流動はみられ海かうたが・注水管使用の場合か舳の1雁
 が生じるため流速は場所によっては著しい変化ふみられる。流連は排水部に移行するに従って
 一減速しているがその億はほ∫中心部亜〔近い値1cある。
 また流入水圧とこれに対応する池水の水圧が等しく在る6へ・8刑の芦扮てば湧昇流が生じこの
 部分に於いて牟在りの水流変化が認15られ私'部は左右側壁清い(反流1姓し反転レ〔流ら部に
 合流帥て漱に排水部噌かれる。ま九研涜の生じ湖分から左畝はし方の鰹に沼っ
 てか巷珍遼い流れが生じている。これに対して中央部はヤ㌧流速がゆゐ†かに危っすいる。
 これを現在飼育しているアユの生態的立場から観察すると、改造揃と後の棲息分布状況は大き
 濃具師し㍗.る。即碑造葡は沈鰍が比較的似帷水口附近に鰍していたのである
 が。改造隼は池全沫の流速が増したこと㌧沈鞍勒が少虐い丸めか全体的に分布しているがむし
 ろ中央部よ力下方に多いようであえ。
 このことから考えてもっとも経済釣在流速値がとれ位かば不売であるが、ミ現在梅付及び漉泳状

 態榊ω螂れるし鉾1色1卒竿の竿榊竿比較して榊帆とから
 も・効タ芝的だと芸琴えられる。

 了ユ養勝流水式を立前とする斌では水の交換が無漱く.なされる。ことが肝腎であるから詔㎏
一={1_



 の形状と注水方法等については更に研究し在ければ在らないと痛感する。
一担当水流実

小山鉄雄

他国正徳

 新設池(水路式)と既設池の比較調査.
 ニジマス稚魚飼育池の不足から昭和39年度に新たに飼育池を新設することに在った淋.従来

 の飼育池では機能師に好ましくない点が多いため、新穀池ではこれらの欠点を補うことを目的と
 して華池したのでとれと既設池の比較調査を打つたの子率告する。.
 1.新設池の概要

 池の形状

水面一積

水深

池水量

勾酉己

注水量

 池水の平均流速

2.調査方法

3.

水路式  IO,5m×4mコンクリート3面張り

25.2m

 35C帆

982m

 10.5CmでI5Cm一一

 .α012伽θ・
 αI3肌/鵠。

 32号、33号池の測定法に準じて実施した。
 既設池。の概要

 池の形状.

水一面積.
水1一深.

池水量
勾配

注水量

 池水の平均流速一

 長方形8例X2・5肌
20m2

 35C'肌

3

7m

 8肌て=10Cη↓

 皿00・9mシ腕
 0.0ア肌/Sθo

 コンターリート・3面張

 4既設池の流向、流量及び流速の関係

注
水
路

  既設池の流向等を調べたところ下図のと拾りであつ松

  介㌻冷排水口州
  12……457

排水口

 ㌧、
 州が一→

ノテ'サ→
→
!

 一サ'づ→一→ノ叩

 ノー。ヴ¢タ炉ノ乃〆=

 流連単位帆/Seo

矢印流向

 ・×・沈澱物一
X×

 一・F62一一



 '・図1・既設池の流向・流速

 5一.新設池(水路式)の構造と流向流速.

ト 4一桁

 怖.4m丁

0.9m

二
 ←、。、工■

→

010

10D4

 二一一デ''

排
 『一水.

口

→

 →'一一テ→
 一一う一'ナづ一  →=ら・一ラ∵二携マ。二カ

 図2、新設池の流向、流速
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6考察

 この水路式は「マスとサケの養殖」(長野水指発刊jより参考として造池したものであるが
 本来この形は長いものであるが都合によ?て短いものとした。特徴は水の停滞が左く同じ流速
 で全体が流れるため、換水率もよ・く、従って汚物等の沈積も少在い。

 ニジマス稚魚飼育の場合高密度で参るたあ池水の効率的哀交換は大事な間魑である。

 このよう珪考え方から別午ドラム罐をぞテに切ったよう在半円形の飼育池も造池した於非常
 に効果的であり、池底の汚物除去等は殆んど自動的に排除されるため省力化の点からも優れて
 いると言える。.

 しかし面積の割に造池費が高いとカ㍉池の水面籏が少在く在る.とかの問題もあカ、これらを生
 産ヵでどの程度カバーできるか在ど今後の課題として残されセいる。

担当水流実一一
小山鉄棒

池.田正徳

 アユの餌料比較試験
 (I)目的

 最近本県ではアユ養殖が盛んに行われているσアユ養殖はできる限り成長をはかり早期化市

 場へ出すことが要求される。使用されている餌料は各所でまちIまちであ火入手之律蔵g関係
 から山間部では市販配合餌料単一型が多く、アジiサバ等の海産魚が安価に入手できるキーFろ
 では両者を併用レているが;配合飼料単Hと鮮魚混合が経済性と成琴ρ面てどg.よ?に異なる
 かを比較レ併せて今回の試験焦は5月中旬に河川で採捕され走小型魚で俗に来場(松熱?
 アユと呼ばれているものでこれの種苗価値についても調べることにした。
{2)試験期間

 昭和40年5月20日一～昭和40年8月24日.96日間

(3)供試魚

 天降川産一1尾平均2g程度の小型種苗
 (4)試験池の概要

 池の形.一・.....長方形

 面積・・….・玉&5m2
 水深・・・・・…60C椛`

 注水量・・…1・1.9/S自C

(5)水温変化

 養鮎事業の項の水温変化に準ずる。

(6)試験方法

 A区・…市興アユ餌料粉末十鮮魚(アジ)
 B区・…市販アユ餌料粉末のみ

 給餌は1日2回を原則とレ魚俸の増重に対して道真増量した。

(7)飼育成績

 96日闘g試験期間中雨による濁りの関係でI4日休餌し走。
 期間中のA区、]∋区の成長関係は図1のと侍りである。
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lo

 図11、・成長比
 期間中の躍内訳は次のと的今る。
 A区・.、.粉末551Kg.

鮮魚33.2"

 ・区…一帯末・・二.・1
表1.結果

   ・区(蹄十㈱一・区(粉'、一一一I牢)
   供試尾数856856

   総重量依㊥1.ア1一1.76

   平均体重㈲1.992.05・

   取場尾数802.一755

   総重量依9)24.58{0口

   一平均体重優)30-64.篶§ぺ

   死負数4024

   不明尾数一工4一77

   補正増重量陶23.7-5一工Z5

   給餌量幽86.3648

   餌料効率(矧.2フ152ア0

   増肉係数3.65ぎアロ

   尾数歩留9己788.2



(8)考察

 結果から鮮魚を激合したA区が配合餌料単一ピ)B区に比して成長は約dア8倍良いことが判
 った。勿論給餌盤の総計てばA区カミ21.5I【9も多くそれだけに増肉係数でもム区がわずかに
 成綾か良い。しかしA区の場合の係数は鮮魚をそのま＼で出して捨り、乾燥換算すればA区、
 B区の給銀量はほ讐等量の給餌量となる6

 また餌料襲からみればA区が5,297円、B区は4,79ち円となり両区の差はあ重り在くA区

 が成長関係牟らみて経済的在餌料と言える。
 一方5月中旬に採捕される末期の小型魚(2g以下)の種苗価値については今回の試験から、

 給餌回数飼育密度その他あ栗困も多いこと㌧考えられ一概には言え在いが、早期アユにくら
 ぺそ成長は著しく遅払出荷時期はすでに市場価格が下落して紬・経済効率はあまり期待で
 きないように考えられる。

 担一当小山一鉄雄・一

児島史郎

 下野信÷
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定点用水路
 自記水温計による終日の測定値


